
新規事業評価調書 

事 業 名  一般国道１６８号（天の川バイパス） 

所 在 地  枚方市茄子作東町～交野市私部西５丁目 

目   的  現在事業中の第二京阪道路供用後の周辺地域での交通の円滑な処理を図

るため、アクセス道路となる本路線の整備を図るものである。 

内   容  延  長 約８００ｍ 

 幅  員 ２５～３１ｍ（４車線） 

 道路規格 ３種２級 

事 業 費 
事業費 約５８億円 

（内訳）用地・補償費：約５１億円 工事：約７億円 

維持管理費 
８（百万円/年） 

事 

業 

概 

要 

関連事業 
第二京阪道路整備事業 

上位計画等の 

位置づけ 

○ レインボー計画２１ 

 広域基幹軸であり七放射三環状軸の強化を図る第二京阪道路へアクセス

し、緊密に連結する主要幹線道路 

○ 大阪府都市基盤整備中期計画（案） 

 前期（平成 13～17 年度）着手、工期（平成 18～22 年度）概成に位置付

けている。 

優先度 

限られた投資で最大限の効果をあげるため策定された「大阪府都市基盤

整備中期計画（案）」において今後１０年間に実施を予定している道路事

業 58 箇所に位置付けられている。第二京阪道路の供用が中期計画の後期

（H18～22）に予定されており、そのアクセス道路として第二京阪道路供

用までに整備を行う必要がある。 

事業段階ごと

の進捗予定と

効果 

Ｈ１４ 現地調査 

Ｈ１５ 事業着手（詳細設計、用地測量、用地買収） 

Ｈ１９ 完成目標 事
業
の
進
捗
予
定 

完成予定年  Ｈ１９年度  

 

事
業
目
的
に
関
す
る
諸
状
況 

周辺の道路網の状況 

 (1)高速道路 

  ○ 第二京阪道路（本整備区間に接続）：事業中（国土交通省・ＪＨ） 

京都府～一般国道３０７号：平成１４年度供用予定 

一般国道３０７号～門真市：事業中 

  ○ 北部に第二名神高速道路（平成 10 年 12 月 25 日施行命令） 

 

 (2)主要な幹線道路 

  ① 京都府と大阪市街地を結ぶ道路 

     一般国道１号を含め慢性的な渋滞が発生している状況 

       ⇒ これを緩和するため、第二京阪道路の整備が進められている。 

 一般国道 1号 

      府道 枚方交野寝屋川線、府道 京都守口線、府道 交野久御山線 

 

  ② ①を結節する道路 

     幅員狭小で線形の悪い道路が多い。 

⇒ 第二京阪道路供用に伴い、現道と第二京阪道路を適切にアクセスす

る道路の整備が必要。 

一般国道１６８号、一般国道３０７号 

     府道 枚方高槻線、府道 枚方大和郡山線 

 

  ③ 第二京阪道路の主なアクセス道路 

    （都）枚方東部線（一般国道３０７号・府道 枚方高槻線） ［整備中］ 

    （都）枚方津田線 

    （都）村野神宮寺線（府道 枚方大和郡山線） 

    （都）枚方大和高田線・（都）天の川磐船線（一般国道１６８号） 

    （都）国守黒原線（府道 枚方富田林泉佐野線） 

府道 枚方交野寝屋川線 

（都）寝屋川大東線 ［整備中］ 

 

事
業
を
巡
る
社
会
経
済
情
勢 

地
元
等
の
協
力
体
制

○ 第二京阪道路整備に伴い、枚方、交野両市からは本区間の整備要望がなされている。

   

 



 

具体的な便益内容 受益者 費用便益比 備    考 

費用便益分析 

・走行時間短縮便益 

・走行費用減少便益 

・交通事故減少便益 

・環境改善便益 

通行車両 

歩行者 

自転車等 

 

Ｂ／Ｃ＝3.89 

 

便益総額 

Ｂ＝190.41 億円 

総費用 

Ｃ＝48.97 億円 

(H15 現在価値) 

道路投資の評価に関す

る指針（案）による 

事
業
効
果
の
定
量
的
分
析 

その他の指標 

（代替指標） 

 

安全・安心 ○通行車両の安全性の向上 

  現国道１６８号は線形が不良であり、これが改善されるため安全性が向上

○歩行者等の安全性の向上 

第二京阪道路から周辺の狭小道路へ流れ込む交通が抑制され、周辺道路に

おける歩行者等の安全性が向上 

○緊急車両の通行 

  新しい道路の整備により、緊急車両の通行が容易になる。 

活力 ○交通連携機能拡大・土地利用の促進 

  第二京阪道路を利用して京都府、大阪市街地へ連絡する交通ネットが形成

されることから、地域間連携・発展に寄与する。 

快適性 ○渋滞の緩和 

  第二京阪道路と一体的に機能し、周辺道路の渋滞の緩和に寄与する。 

 

事
業
効
果
の
定
性
的
分
析 

その他  

 

（事業名：一般国道１６８号） 

自
然
環
境
等
へ
の
影
響
と
対
策 

○自然環境 

市街地部を通過する道路であり、自然環境への影響は殆どない。 

 

○沿道環境 

第二京阪道路供用による交通量の増加が見込まれるが、本路線の整備により第二京阪道

路を利用する交通を円滑に処理できることから、縁道環境への影響は軽微なものとなる。

  また、植樹帯の設置により沿道環境への影響を緩和する。 

 

代
替
案
と
の
比
較
検
討 

 

 代替案としては、現道の一般国道１６８号の拡幅整備案がある。 

  

 代替案との比較一覧 

比較項目 原案（バイパス整備） 比較案（現道拡幅案） 

①経済性 

 

約５８億円 約６２億円 

・沿道に住居等が多く立地し、橋梁

等の構造物構築も必要 

②工 期 約５年 原案より長期 

・沿道に住居等が多く立地し、用地

買収に時間を要する 

・現道交通の切回しが必要 

③施工性 優位 

・全面施工が可能 

原案より劣る 

・現道交通を通しながらの施工 

④その他 ・ほぼ直線の線形で、視認性や走行

性が高く、安全性に優れる。 

・第二京阪道路関連と一般交通との

機能分担が図られるため、円滑な

交通処理が可能となる。 

・屈曲部や曲線部があり、原案に比

べ、視認性や走行性に劣る。 

・機能分担が図られないため、交通

が輻輳する。 

 

そ
の
他
特
記
す
べ
き
事
項 

 

 


